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惣構の石垣

　江戸時代後期の惣構の石垣を、は

じめて発掘で確認しました。

　古文書により、惣構の大部分は

土手だったと考えられているため、

堀の両岸に石垣が築かれていたこ

とはこの地点の特徴といえます。

狭められた堀

　最初の岸は、自然のがけを利用

した斜面でした。18 世紀からは堀

の外側、19 世紀初めからは土居側

に石垣を築いています。堀の外側で

は石垣①→石垣②→石垣③の順に、

古い石垣を埋めて前面に新しい石

垣を築き、堀幅を狭めています。

枯木橋

　調査地のすぐ南側には、堀に架

かる「枯木橋」があります。江戸時

代には、メインストリートである

北国街道が城下町に入る東口にあ

たり、門（木戸）を設けて橋番人

が人の出入りを管理していました。
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遺構発掘調査 平成 18年度
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延宝期金沢城下図における調査地点

（1674 年頃：石川県立図書館蔵）

土居側石垣の構造堀外側石垣の変遷

調査区全景（奥が土居）

金沢市都市政策局歴史遺産保存部

写真：東内惣構跡（枯木橋北地点）土居側石垣
背景：加賀国金沢之絵図（寛文 8年：金沢市立玉川図書館蔵）

お問い合わせ

堀の岸と石垣の変遷
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堀外側石垣
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蔵町地点）発掘調査 平成 17年度

堀が狭められた時期

　出土した陶磁器により、17 世紀末と 19

世紀初めに堀を埋め狭めたことがわかり

ました。岸は土手だったと考えられます。

堀の流れと周辺の環境

　堀の堆積土を分析した結果、よどんだ

水に棲むプランクトンや、松の花粉など

が見つかりました。松を植えて川の堤防

を強化することがあり、惣構の土居にも

植えていたのかもしれません。
延宝期金沢城下図における調査地点

（1674 年頃：石川県立図書館蔵）

西外惣構断面の３次元画像と岸の変遷

土居

堀

Ⅰ期（1610年頃）の堀（幅約14m）

Ⅱ期（17 世紀末）の堀（幅約 10～12m）

Ⅱ期の岸

Ⅰ期の岸

広坂遺跡の惣構跡

　金沢 21 世紀美術館の南側には、西

外惣構の堀が流れています。美術館

を建築する際に発掘調査をしました。

　堀に面して土居盛土とその土どめ

石、幅約 5.5m の砂利道、武家屋敷の

土
ど べ い

塀石垣が約 160m にわたって見つか

りました。かつての武家屋敷街の景

観を想い起こさせます。

平成 10～12 年度

惣構のイメージ図
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歴史建造物整備課

　用水・惣構堀保全室

文化財保護課

　埋蔵文化財センター




